
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

作業療法士
国家試験

② 30人 27人

人
人
人
％

■卒業者に占める就職者の割合
％

4 名 3.6 ％

小倉リハビリ
テーション学院

平成16年3月30日 篠﨑　康次
〒800-0206
福岡県北九州市小倉南区葛原東2-2-10

（電話） 093-473-8005

（別紙様式４）

令和4年7月25日※１

（前回公表年月日：令和3年7月26日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人巨樹の会 平成2年3月20日 藤井　茂
〒811-0213
福岡県福岡市東区和白丘2-1-12

（電話）

医療 医療専門課程 作業療法学科　昼間コース
平成19年文部科学省告示

第30号
-

学科の目的
作業療法士として、必要な知識、技術及び豊かな人間性と職業倫理を習得させ、専門職としての自覚と誇りを持ち、社会に貢献し得る有能な人材
を育成することを目的とする。

092-607-0053
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成30年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 0時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
3150時間 1560時間 600時間 990時間

学期制度
■前期 ： 4月1日～ 9月30日
■後期 ：10月1日～ 翌年3月31日

成績評価

■成績表：

■成績評価の基準・方法

・単位認定は、当該科目に必要な出席状況と当該科目
  の評価により、単位認定会議にて決定する。
・単位修得については、科目を履修しなければならない。
・評価はA,B,C,Dの4段階とし、Ｃ以上を合格とする。

120 110 0人 8人 15人 23人

長期休み
■夏　季： 8月に４週間
■冬  季：12月末に２週間
■春  季： 3月に２週間

卒業・進級
条件

・教育課程に定められている該当年度の授業科目の単位
  修得を認定されたものに対し、進級を認定し、全課程
　の授業科目の単位を修得したものに卒業を認める。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応
（例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等

教科外活動については、学習促進のためのセミナー、施設
見学、カンボジア研修旅行、学生間交流会等を行う。ミニテストを実施し、早期に学習支援が必要な学生を対象

に、支援を行っている。

■サークル活動： 無

■国家資格・検定/その他・民間検定等

病院、医療施設、福祉施設等 （令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか記載
する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 100

■その他

・進学者数：　　　　　　　　　　　0人

■就職者数 30
■就職率　　　　　　　　　： 100

就職等の
状況※２

■就職指導内容

就職支援セミナーの開催し、履歴書の書き方や面接指導を
行っている。

■卒業者数 30
■就職希望者数 30

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

（令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://kokura-reha.jp/

■中退防止・中退者支援のための取組

(例）カウンセリング・再入学・転科の実施等

中退者防止については、教科による学習支援、担任による面談等の指導、そして、月６回の臨床心理士によるカウンセリングを実施している。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　有　　特待生制度
※有の場合、制度内容を記入

■専門実践教育訓練給付：　給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

　一般社団法人リハビリテーション教育評価機構　（有効期限：平成31年4月1日～令和6年3月31日）
　掲載ホームページ　URL：　http://jcore.or.jp/certification.html　（平成30年度　評価認定施設一覧に掲載）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

令和3年4月 1日時点において、在学者 110名（平成3年4月 1日入学者を含む）

令和3年4月31日時点において、在学者 106名（令和4年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

（例）学校生活への不適合・経済的問題・進路変更等

進路変更、健康問題等

http://kokura-reha.jp/

